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留学生との交流授業の試みについての実践報告
西村厚子
本学短大文科英語コースでは、過去10年以上に渡って学内外の留学生と短大生との交流
授業を様々な形で行い、異文化理解、国際理解、英語コミュニケーション、プレゼンテー
ション演習などの場として活用してきた。女子短大生の英語学習活性化を目的とした授業活
動として、女性の生き方に焦点を当て、各国のジェンダ一事情について女子留学生のスピー
チを聞いて意見交換を行う試み(西村， 2009 & 2012)や、 4スキルの授業において留学生
と共同のポスター・セッションを行い、日本語(留学生)と英語(短大生)で相互発表を行
う試み(西村， 2013)などを行ってきた。今年度前期は異文化理解・国際理解をテーマにし
た2年生のゼミ(短大英語コース)にアルゼンチン出身の学外ゲスト l名(大学院留学生)
と5名の学内留学生(交換留学生4名、特別研修生l名)を迎えて交流授業を実施した。
学内女子留学生との交流授業については、学期始め (4月26日)に第1回、前期の成果
発表として最終授業 (7月26日)に第2回を実施した。第l回目は年度明けの授業で、ゼ
ミ生と学内留学生(ベナン 1名、フランス 2名、スイス 2名)の初顔合わせということで、
互いの目標言語 (targetlanguage)で自己紹介、短いスピーチ、質疑応答を4--5名の小グ
ループに分かれて行った。グループワークを円滑に進めるため、各グループで進行役のリー
ダーを決め、全員が偏りなく時間内に発表・発言できるよう配慮した。短大生は英語での自
己紹介、スピーチ、及び、留学生への質問を事前に宿題として取り組み、当日は各留学生がゼ
ミ生全員と交流できるように、教員の誘導により、時間を区切って留学生が各テープルを移
動する形式で行われた。短大生の目標言語は英語、留学生たちの目標言語は日本語(母語は
仏語)である。
学内留学生との交流については、今年度は留学生の日本語クラスを担当する先生との合同
授業という形で行っている。以前は留学生をゲストとして迎えていたが、留学生クラスの先
生の全面的な協力を得て、過去3年間は留学生と短大生の対等な関係性を意識した交流を心
がけてきた。短大生が留学生をゲストとして迎えるのでなく、共に協力しながら授業活動を
作り上げていくという考え方である。その場限りの交流でなく継続的な交流を築き上げるた
めには、対等な関係を作り上げることが大切だと考えるからである。学生たちにも上記を理
解してもらうため、交流授業を実施する前に「留学生と交流する上での心構え」として、留
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学生は英会話の練習台や道具ではないので、相手の気持ちを尊重して気持ちよく交流できる
ように配慮すること、交流授業は英会話の練習をすることが主たる目的ではなく、英語とい
うコミュニケーション・ツールを使って互いを理解し合い交流を深めることが最も大切であ
ることなどを伝えた。対等な関係を築く努力については、交流授業の提案を持ちかけた当
初、留学生担当の先生から交流を行う条件として最初に提示されたことである。それまでは
個々の留学生に「お願い」をする形で時間を作ってもらい、特別ゲストとして授業に参加し
てもらっていたので、「対等な関係づくり」は新たな課題であった。
交流授業を成功させる上で鍵となる要素の一つは、留学生と短大生の語学力のバランスで
ある。過去の交流授業において互いの目標言語による相互インタビューや相互発表などを
行ってきたが、両者(留学生・短大生)の語学力に大きな差がない場合は対等で打ち解けた
交流が成功する可能性が高い。短大英語コースのゼミは語学力別ではなくテーマ別に分かれ
ているので、 TOEIC300-600点レベルの学生がークラスのゼミに混在している。一方でフ
ランスからの留学生は、留学前に母国の大学で専門的に日本語や日本文化を学んでいるの
で、総じて高い日本語力を備えており、交流相手の短大生の英語力が初級レベルの場合、物
足りなく感じるようである。スイスの留学生については、母国で日本語を専攻していない場
合が多いので、語学力の面では短大生とバランスが取れている。しかし半数以上が大学に進
学する日本と違い、大学進学率が約20%であるスイスの大学生の中には高いエリート意識
を持つ者も少なくなく、また短大生より 5-6歳年齢が高いこともあり、時に短大生との交
流に不満を持つケースも見受けられる。
留学生との語学力や知識の差を埋めるためにも、短大生にとって丁寧に事前の準備を指導
することが対等で活発な満足度の高い交流を行う上で大変重要である。例えば互いの目標言
語で相互インタビューを行う場合、予めゼミ生の一人一人が留学生の出身国の社会や文化に
ついてインターネット等で調査し、気になったこと、興味深いと感じたこと、更に詳しく知
りたいと思ったことについて書き出し、留学生へのインタビューのテーマを決定する。事前
の授業やテキストで学んだトピック(宗教、人種問題、文化的ステレオタイプなど)に基づ
いて考えても良い。選んだテーマについて、その理由や文化的・社会的背景を掘り下げて聞
き出せるようなインタビューの質問を英語で作文する。以上の事前学習を踏まえて相互イン
タビューを行い、交流から学んだことを比較文化的考察に発展させて、後日レポートを各自
が執筆する。実際に相互インタビューを行うと、留学生から流暢な日本語で「佐ぴ寂につい
てどう考えますかJなどの質問を投げかけられ、短大生がうろたえる場面も見られた。交流
授業は、普段意識したことのない自国文化の一面について気付かされる機会になると同時
に、異文化問コミュニケーションにおいて、異文化のみならず、普段から自文化について深
く知り考える努力が大切であることを学生たちが実感できる貴重な学びの場である。
ポスター・セッション(互いの目標言語で相互発表を行う交流授業)の事前学習について
は西村 (2013)を参照されたい。短大生が英語で発表する際に選んだテーマ(今年度前期2
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年次「卒業セミナーJ) はcultureshock. travel manners. cultural differences in 
communication styles， communicative competence of J apanese， women in the world. 
loanwords with false meaning， English idioms in American cultureである。昨年度前期 (2
年次 iWriting1 J)はchildlabor in the world. marriage and divorce. street fashion in 
J apan. the world of Takarazuka. nuclear power generation. why everyone loves Hello 
Kitty. learning ballet in Japan and Franceについて、昨年度後期 (2年次 iWritingn J)
はnewspapervs. online news， cultural di百'erencesin gestures. the world of Disney. new 
communication styles in our society， the appeal of cheer dance， endangered species， 
history of chocolateなどのテーマについて短大生が英語で発表を行った。
短大生の殆どが身近で一般的なトピックを取り上げたのに対して、学内留学生たちが日本
語で発表するために選んだテーマは、自国文化についての一般的な紹介(例:母国の社会と
文化、母国と日本の比較、母国の結婚式)から、特定の作品の一面に焦点を当てて深く掘り
下げた内容(例:ディズニー映画と日本のアニメ映画に登場する女性についての比較文化的
考察、 TVアニメ『フルーツバスケットjについてのジェンダー論:良妻賢母のイメージに
ついて、成田良悟『デユラララ!!Jの作品分析)や、より専門的で学術的な研究発表(例:
東日本大震災が日本文学に与えた影響、ヨーロッパにおける浮世絵の影響、福島第一原発事
故後の官民関係の変化、和服の文様の意味と進化)に至るまで多岐に及んだ。
短大生の授業に留学生をゲストとして招く場合は、他の授業やアルバイトの都合で参加で
きない留学生もいるので、留学生が交流に参加し易くするために、また、前述した「両者の
対等な関係づくりJを実現し易くするためにも、今年度初めて短大生・留学生双方の授業時
間を申し合わせて合同授業という形を試みた。 4月の第1回目(相互インタビュー)は交換
留学生5名全員が参加し、和やかな雰囲気の中で交流が行われたが、 7月の第2回交流授業
(ポスター・セッション)には日本語上級者である 2名の留学生(フランス、スイス)が残
念ながら無断で欠席したo このことに関して留学生クラス担当の先生から受けた説明による
と、合同授業として授業時間を合わせたことがむしろ裏目に出た様相である。欠席した上記
留学生の言い分は、「自分たちは日本語文法などについて専門的で高度な内容の講義を受け
ることを望んでいる。そのための時間を使って、自分たちよりも語学力の低い短大生たちと
相互発表を行うのは不本意である」という厳しい内容であった。彼女たちの真意を確認すべ
く、その後私からも連絡を試みたが返信は得られなかった。学内留学生との交流授業におい
てこのような問題が生じたのは初めてのことであり、大変残念な結果であったが、今後交流
を進めていく上での大きな教訓となった。短大生と留学生の双方が納得して学び合えるよう
な環境と関係性を作り上げていくことが今後の課題である。
今年度前期の学外留学生(社会経験のある女子大学院生)を招いた特別授業(全2回 :5
月17日&6月21日)においては、異文化理解と World Englishesの実践をテーマにして、
ゲストと英語での交流が行われた。 5月の第1回目はゲストの母国についてのスピーチを中
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心に行われ、学生たちは事前のリーデイング演習として英語で書かれた資料に目を通し、ラ
イティング演習としてゲストへの質問を英語で作文した。当日ゲストの英語のスピーチ聴解
がリスニング演習の役割を果たし、スピーチ後のゲストとの質疑応答及びデイスカッション
をスピーキング演習と位置づけ、特別授業の流れが4技能全ての訓練となるよう構成されて
いる。
今回のゲストは国際ロータリー財団の世界平和奨学生として日本の大学院で学び、 4ヶ国
語(スペイン語、英語、ヘプライ語、ポルトガル語)に堪能なユダヤ系アルゼンチン人の女
性である。母方がルーマニア出身、父方はシリア出身という家系にユダヤ系移民2世として
生まれ、ユダヤ系移民の支援組織 (HIAS)での勤務経験を持ち、同じくユダヤ系移民2世
で英国人の夫と共に来日した。アルゼンチンは中南米最大のユダヤ人口を有する国である
が、彼女にとってのユダヤ主義とは、宗教及び信仰というよりも、食習慣、祝日、民族の歴
史といった家族の伝統としての側面が強いという。ユダヤ系移民社会において、現在厳しい
戒律を守って生活する正統派ユダヤ教徒はむしろ少数派で、彼女の夫も含め、彼女のような
20-30代の若い世代のユダヤ人の多くが彼女と同様にユダヤ主義を文化的アイデンテイ
ティとしてとらえている。これまでユダヤ社会に接したことのない短大生たちにとって、ユ
ダヤ文化について事前調査を行い、実際に当事者から直接お話を聞いて質問をすることは、
未知の文化との刺激的な出会いである。
マテ茶に込められた「分かち合い (sharing)Jの精神など、アルゼンチン文化の紹介に続
いて、エピータことエヴァ・ベロンに象徴されるアルゼンチン女性の活躍や、一般女性たち
の活発な社会活動についても紹介された。汚職の蔓延する政治家や警察に頼らず、自分たち
の手で様々な社会問題(軍事政権の独裁、コカイン、人身売買など)と闘い、社会を変えて
きた「母親たち」の存在の大きさについても取り上げられた。現アルゼンチン大統領が女性
であることや、アルゼンチンが世界で初めて女性大統領を輩出したという史実に象徴される
ように、アルゼンチン社会において女性が非常に活躍している事実を知り、学生たちも驚き
感銘を受けていた。
スピーチ後の質疑応答では、「移民社会の貴国では複数のパスポートを所有する人が多い
のですかJi日本の『島唄jが有名とのことですが、他によく知られている日本のものはあ
りますかJiユダヤ民族への迫害について本で読みましたが、実際に差別は存在しますか」
「なぜ貴国では皆が同じ容器でマテ茶を飲むのですかJiマテ茶は通常どのくらいの頻度で飲
みますかJiマテ茶に砂糖を入れるというのは本当ですかJi日本でソフトドリンクとして流
通しているマテ茶は貴国のものとどのように違いますかJといった質問が学生自身から英語
で伝えられた。また、学生自身が調べた内容に基づいて、アルゼンチン社会の一面に鋭く焦
点を当てた質問も見られた:iPACO (コカインが原料の安価な薬物:貧困層の若者に蔓延
し、アルゼンチン国内で大きな社会問題となっている)の問題に政府はどう対処しているの
ですかJiオランダでは薬物の一部を合法化していますが、このような方策は貴国における
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PACO問題の解決に繋がると思いますかJiなぜ貴国では50年代に女性の発言力が増した
のですかJi貴国では9割以上が敬度なカトリック教徒ですが、キリスト教徒のユダヤ教徒
に対する偏見を感じたことはありますかJi貴国は 1816年にスペインから独立しましたが、
現在スペイン文化の名残を感じさせるものはありますかJiプエノスアイレスの地下鉄は南
半球で最古ですが、貴国の公共交通機関は時間に正確ですか」などである。うまく伝わらず
に教員が補足する場面もあったが、自発的に挙手して質問する姿も見られ、緊張しながらも
全員が発言することができた。
4月に学内留学生と交流授業を行った時点では、「好きな食べ物は何ですか。」など安易な
質問が多かったが、学外ゲストを迎えての5月の特別授業では、上記に見られるように、事
前調査に基づいて対象文化の一面を深く掘り下げた具体的な質問も多く見られ、より大きな
学術的学びへとつながった。ユダヤ社会に対して、アウシュピッツに象徴されるような迫害
のイメージを強く持っている学生たちにとって、移住先に適応して自分たちと同じように自
由と青春を謡歌している現代のユダヤ系若者の姿は意外に感じられたようだ。閉じ女子学生
である等身大のゲストとの交流は、学生たちが未知の文化を身近に感じ、文化的ステレオタ
イプから脱却するための貴重な機会となった。
後日、特別授業から学んだことと考えたことをレポートとして参加学生に提出させたが、
印象に残った点として、女性の積極的な社会進出やコミュニケーション・スタイルが挙げら
れた。ある学生(学生 A)のコメントには、「文化や歴史の違いからその国の人々の性質が
明らかになってきて、調べれば調べるほど面白かった。一つでも多く、少しでも深く、興味
を持って調べてみることを習慣化して大切にしていきたい。Jと、主体的に学ぶ楽しさを実
感したことが表れている。別の学生(学生B)は、「ゲストの話を聞いて他国の社会問題に
興味を持ち始めた。薬物乱用や人身売買は貧困からきているため、このような問題を解決す
るためには、まず貧困を解決する他ないと思う。そもそも何故貧困がおきるのだろうか。他
国、また日本はどうなのだろうか。どうしたら貧困問題を解決できるのかについて研究した
い。」と、社会問題への意識を高めた。
また、「ゲストが茶器と共に持参したマテ茶は伝統的で興味深いものだったが、現在は
ティーポットで飲むことが一般的なようだ。日本でも現在は湯のみでなくコップでお茶を飲
むことが多い。普段の生活の中では自国の伝統が少しずつ消えつつあることに気がつかな
かったが、新しいものが普及すると共に伝統的な文化を失ってしまうのはとても残念であ
る。アルゼンチンの文化を知ると共に日本の文化についても深く考えさせられた。Jとの考
察(学生C) も見られた。異文化との出会いを通して自文化に対する客観的な視点が生まれ
たと言えるだろう。
女性の社会的活躍については、「アルゼンチンの女性大統領のように、国を率いる女性が
日本に誕生する可能性は、現状を見る限りゼロに近い。そのような社会自体がおかしいので
はないかと思い始めた。女性と男性の立場が平等であるなら、両者が同じ可能性を持つべき
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ではないだろうか。」との問題提議(学生D)もあり、 GDP世界第3位を誇る日本は第26
位のアルゼンチンよりも女性の社会進出が遅れているという事実に衝撃を受けると同時に、
経済や科学技術の発展が必ずしも女性の地位向上に比例するのではないことを学んだ。
学生Eは、「国民の92%がキリスト教徒というアルゼンチンでは、少数派のユダヤ系移民
であることを常に意識して生活してきたと思うが、日本ではユダヤ系であることをあまり意
識せずにいられて楽なのではないか、とゲストに英語で質問したところ、そんなことはない
という答えが返ってきた。もしあなたが海外に行った時に自分の培ってきた文化を忘れてし
まうと思いますか、と逆に問い返され、自分の質問が相手について知何に深く考えていない
ものであるかを認識した。」と述べており、ゲストとの直接対話が先入観の打破に繋がった
一例と言えるだろう。
上記ゲストが6月21日に再び来校し、.第2回特別授業が行われた。これはゲストのMさ
んがプロデユーサ一、 M さんの夫(英国出身)がディレクターを務め、米国人の映画撮影
技師と共に立ち上げた，PigeonTokyoJというドキュメンタリー映画の企画に取材協力す
る形で行われた。女子短大生たちに英語でグループ・インタビューし、その様子を撮影する
という内容で、ゼミにおける異文化間交流活動の一貫として受け入れた。この企画は、日本
人の若い女性の多くが渋谷などの繁華街を内股で歩く現象に興味を持った上記企画者たち
が、歴史、文化、医学、及び文化人類学など、様々な角度から日本人女性の「内股現象」を
検証するという試みで、国際映画祭に出品の予定である。
短大生にとって即興で英語のインタビューに答えることは困難なので、予めインタビュー
の質問を送付して頂いた上、指定された一部の質問のみを学生に配布し、まずは日本語で意
見を出し合った。(質問例:Have you ever noticed people walking， feet pointed inwards? 
Do you walk in a manner known as uchimata? Have you ever tried the uchimata style? 
How do you fel about it? Do you Iike it. or not? Do you think it looks coollfashionable? 
Why/Why not? Do you like the people who walk this way? Do people walk with pigeon 
toes in other countries?)女子短大生たちは、その多くが内股歩きを経験しているにも拘ら
ず、普段「内股」を意識することがなく、または深く考えたことがないため、質問に対して
何をどう答えれば良いのかわからず、最初のデイスカッション(日本語)では戸惑っている
様子であった。しかし、話し合う過程で、ある文化圏ではごく普通の振る舞いが、異なる文
化圏の人たちの特別な興味を引く場合があることを理解し、自国文化の一面としての内股現
象を再考した。
その後、話し合った内容や各自調査した内容を踏まえて、学生たちが質問に対する回答を
英語で作文した。その際、..Yes"“No"など、一語 (word)で終えるのではなく、回答の
理由について自分なりに考察し、文 (sentence)の形で答えること、脅かれた回答を見ない
で自分の考えを話せるように練習することを指示した。また、以下の質問については、先入
観にとらわれず直感で答えてもらうため、事前に学生には公開せず、インタビュー当日にゲ
(6) 
ストから直接学生に問いかけられた。 (Howcan you define uchimata? Do you think this is 
a female or a male practice? Why? Have you seen it in magazines or other media? Do you 
think it looks attractive? How do you think men feel about it (attractive. cute. likeable. 
dislikable)? If you had children that were walking in the tlchimala style. what would you 
tel them?) 
Mさんを始めとする企画者3名は、人前での発言に慣れていない日本人学生の性質を踏
まえて、体を動かすゲームなどのアクテイヴイティーの中で学生たちをリラックスさせ、自
然に無理なく発言できるような流れと雰囲気を作りながらグループ・インタビューを進めて
いた。「学生たちが非常に明確な意見を持っていることに驚いた。」というゲストの感想にも
表れているように、前週のデイスカッションでは日本語でさえ殆ど何も言えなかった学生た
ちが、適切な事前学習を行うことにより、インタビュー本番では不完全ながらも全員が英語
で自分の考えを伝え、異文化問コミュニケーションの実践を楽しむことができた。
今年度後期には、新たな学内留学生5名(ベナン、スイス、フランス)とタイとタンザニ
アからの学外ゲストを迎える予定である。今回の反省点を踏まえ、留学生、短大生双方に
とって充実感の得られる交流の場を創り出し、最大限のアウトプットを引き出し、白文化と
異文化についてできるだけ多くの「気づきJに導けるよう、今後の交流授業を展開していき
たU、。
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